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[bookmark: _Toc194481696]公募課題（J-MICC研究・連携コホート関係者以外による論文）

論文著者は次の通りとする。
1 研究テーマを提案した研究グループ（主研究グループ）所属の研究者（4名以内）
1.1 主著者・責任著者は主研究グループの研究者とする。
1.2 J-MICC研究・連携コホート以外の関係者が主要な貢献をした場合はここに含める。
1.3 J-MICC研究・連携コホート関係者で主要な貢献をした場合は主研究グループに含め、4名に加えて人数を2名以上追加可能とする。
2 研究に必要なデータを提供したサイト所属の研究者（各1名以内）
3 GWAS用データを使用する場合、次の研究者
3.1 アレイの種類に関わらずゲノムスキャンデータを利用した場合、名古屋大学 中杤昌弘先生（主たる解析を担当した場合は、1に含める）
3.2 Omni Express Exomeデータを利用した場合、理化学研究所 桃沢幸秀先生
3.2.1 Omni Express Exomeデータについてはacknowledgementの記載にも注意
3.3 Asian Screening Arrayデータを利用した場合、愛知県がんセンター研究所井本逸勢先生の研究グループから2名
3.3.1 著者の推薦は主任研究者・中央事務局長を通して依頼
3.4 Japonica Arrayデータを利用した場合、東北大学・岩手医科大学グループから2名
3.4.1 著者の推薦は主任研究者・中央事務局長を通して依頼
4 地理情報に基づくデータを主たる曝露要因・エンドポイントとして使った場合、次の研究者
4.1 愛知県がんセンター 伊藤秀美先生の研究グループから1名
4.2 ADI以外の精細な社会経済格差指標を用いる場合には、東北大学 中谷友樹先生の研究グループから1名
5 循環器疾患罹患データを使用した場合、エンドポイント情報を判定した研究者1名
5.1 京都府立医科大学 高嶋直敬先生または滋賀医科大学 喜多義邦先生
6 食物摂取頻度調査票を用いた栄養素・食物摂取量推定値を主たる曝露要因・エンドポイントとして用いた場合
6.1 至学館大学　今枝奈保美先生、名古屋文理大学　後藤千穂先生の2名。
7 中央事務局員1名
8 中央事務局長
9 主任研究者
10 著者リストの最後にGroup Authorとして”for the J-MICC Study Group”を記載する。
10.1 記載例）Author1, Author2, Author3, (中略), Keitaro Matsuo, and Last Author, for the J-MICC Study Group
10.2 投稿規定によりGroup Author表記が困難な場合は必須ではない
10.3 Group Author Listを求められる場合の記載例
A list of study group investigators
J-MICC Study Group: Keitaro Matsuo, Isao Oze, Nobuaki Michihata, Hiroto Narimatsu, Kiyonori Kuriki, Hidemi Ito, Takeshi Nishiyama, Takashi Tamura, Kenji Wakai, Katsuyuki Miura, Naoyuki Takashima, Takeshi Watanabe, Hiroaki Ikezaki, Megumi Hara, Chihaya Koriyama

著者順は次の通りとする。
1 著者順は主研究グループが提案し、共著者間で相談して決定する。
2 主著者・責任著者は主研究グループの研究者とする。
3 データ提供サイト所属の研究者の著者順は、解析に使用された人数の多い順とする。
4 最終著者は主任研究者とする。
4.1 J-MICC研究以外のデータも用いられ、J-MICC研究データが全体の一部となっている論文に関しては、主任研究者をco-last authorとし、最終著者を主研究グループより出す事も許容する。

その他
J-MICC以外の研究データ、基礎実験データなどと合わせて論文化する場合は著者数・著者順について別途協議する。
必要な場合は中央事務局がauthorshipの調整を行う。

